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た 1,000 施設（施設長及び入居者）に対し，アンケ トー調査を実施することとした。調査の実施に
当たっては，事前にその内容・方法等に関して田園調布学園大学研究倫理委員会による審査で
承認を得ている。


























　入所定員の実数では，多い順に「50 人定員」（37 件），「80 人定員」（16 件），「100 人定員」（11
件）となっている。入所定員に対する入居者数（入居率）については，定員超過の施設は 1 か所
のみで，約 6 割の施設が 100％の入居率となっており，残りは全て 90％台の入居率であった。な
お，認知棟が存在する施設は 9 か所と少数であったため，認知棟関連のデ ターは以後参考程度
に示すに留め，数量的分析の対象としては原則として取り扱わないこととする。入居者の平均要
介護度については 3.90 であり，変動係数 6）が一桁台でばらつきが極めて小さくなっていた。
2）介護職員およびボランティア受け入れの状況
　表 2 は対象施設の介護職員に関するデ ターの集計表である。常勤の介護職員数は入所定員
表1 .対象施設の入所定員・入居者
件数 平均値 最小値 最大値 標準偏差 変動係数 (%)
入所定員 110 70 .95 29 223 29 .39 41 .43
入居者数合計 105 70 .38 28 211 28 .91 41 .08
　一般棟入居者数 105 68 .19 28 161 24 .95 36 .59
　（一般棟男性人数） 105 12 .54 0 35 6 .72 35 .70
　認知棟入居者数 8 28 .75 1 51 16 .68 58 .02
　（認知棟男性人数） 8 4 .00 0 10 3 .66 91 .61
入居者の平均要介護度 105 3 .90 2 .66 4 .60 0 .33 8 .44
　（一般棟の平均要介護度） 105 3 .89 2 .66 4 .60 0 .33 8 .47
図 1.　開設年代（N=件数）







準 8）の常勤一人当たり3 人を下回っているものの，同 3 人を超える施設の実数では，前者が 12
施設，後者でも9 施設ある。しかし，非常勤の介護職員をあわせた全介護職員一人当たり入居










件数 平均値 最小値 最大値 標準偏差 変動係数(%)
介護職員（常勤）数 108 30.73 8 96 13.91 45.25
介護職員（非常勤）数 108 6.94 0 37 7.54 108.79
全介護職員中非常勤割合(%) 108 17.50 0 57.63 14.56 83.26
常勤一人当たり入所定員数 108 2.41 1.07 5 0.64 26.70
常勤一人当たり入居者数 104 2.38 1.07 5 0.60 25.17
全介護職員一人当たり入居者数 104 1.92 0.645 3.182 0.42 21.93
介護福祉士数 105 19.37 4 57 10.34 53.38


















この施設型別に一般棟 4 人室の数をみたものであるが，「従来型」では 4 人室が中心となっている
ことを改めて確認できる。
表 3.入居者の居室数
件数 平均値 最小値（0 件数） 最大値 標準偏差 変動係数(%)
一般棟 4 人室数 110 8.54 0（32） 32 7.40 86.69
一般棟 3 人室数 110 0.18 0（99） 4 0.67 366.36
一般棟 2 人室数 110 4.10 0（45） 35 6.39 155.73
一般棟従来型個室 110 6.39 0（46） 49 9.61 150.43
一般棟ユニット型個室 110 22.38 0（70） 136 35.18 157.18
認知棟 4 人室数 9 5.67 0（1） 11 3.39 59.84
認知棟 2 人室数 9 2.22 0（1） 5 1.39 62.75
認知棟従来型個室 9 4.22 0（3） 16 5.59 132.28
表4 .施設型別4 人室数（N＝件数）
一般棟 4 人室数 ユニット型 一部ユニット 従来型 総計
0 25 1 6 32
1 ～ 5 室 0 3 6 9
6 ～ 10 室 0 6 17 23
11 ～ 15 室 0 5 23 28
16 室以上 0 0 18 18
総計 25 15 70 110
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　施設型と開設年との関係（図 3）をみると，「従来型」は 1990 年代，次いで 1980 年代に多数開
設されている。「ユニット型」では 2000 年代以降の開設が多くなっており，開設年の内訳をみると，


















常勤一人当たり入所定員数 24 2.07 1.32 3.63 0.53 25.79
常勤一人当たり入居者数 22 1.98 1.32 3.20 0.43 21.82







常勤一人当たり入所定員数 14 2.23 1.84 2.92 0.32 14.22
常勤一人当たり入居者数 14 2.20 1.84 2.72 0.28 12.81
全介護職員一人当たり入居者数 14 1.81 1.31 2.34 0.24 13.02
???常勤一人当たり入所定員数 70 2.56 1.07 5.00 0.68 26.43
常勤一人当たり入居者数 68 2.54 1.07 5.00 0.63 24.65










　表 8 は，それぞれの共用空間 1 室当たりの入居者人数を集計したものである。これらの数値
は，各室が存在しない（0 室の）施設を除き，各室空間が 1 室以上存在する施設において当該空
間を入居者何人で利用できるか，を意味する。これをみると，食堂は「ユニット型」では平均 10 人
強，「一部ユニット」では平均 20 人強，「従来型」では平均 30 人強で利用するということがわかる。
表6 .入居者が利用する共用空間数（一般棟）
件数 平均値 最小値 最大値 標準偏差 変動係数(%)
食堂・食事室（食事に利用） 109 4.06 1 14 3.26 80.46
談話室・コーナ （ー自由に利用） 109 3.12 0 15 2.98 95.65
集会室・会議室（レク等に利用） 109 1.42 0 12 1.53 107.54
その他 109 0.39 0 10 1.21 313.72
表7 .施設型別共用空間数（一般棟）






食堂・食事室 25 7.96 2 14 3.12 32.27
談話室・コーナー 25 4.68 0 14 3.72 79.41







食堂・食事室 15 5.67 1 13 3.18 56.07
談話室・コーナー 15 5.67 1 15 3.89 68.56
集会室・会議室 15 2.40 0 12 2.85 118.69
???食堂・食事室 69 2.29 1 7 1.44 62.71
談話室・コーナー 69 2.00 0 8 1.60 80.00
集会室・会議室 69 1.14 0 5 1.09 95.06
表8 .施設型別・共用空間種類別・１室当たり入居者人数（一般棟）






食堂・食事室 22 10.44 7.50 40.00 6.66 63.78
談話室・コーナー 19 20.86 5.83 97.00 21.20 101.62






食堂・食事室 15 20.47 10.11 80.00 17.92 87.54
談話室・コーナー 15 20.22 8.33 50.00 12.20 60.33
集会室・会議室 13 47.01 8.33 100.00 27.47 58.43
???食堂・食事室 67 32.60 8.33 60.00 14.47 44.40
談話室・コーナー 56 33.83 6.25 86.00 20.07 59.31
集会室・会議室 46 45.18 7.00 107.00 21.34 47.24
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一方，集会室に関しては，食堂の傾向と全く逆の傾向にあり，「ユニット型」が 60 人弱に対して「従















表9 .  全介護職員一人当たり入居者数
件数 平均値 最小値 最大値 標準偏差
戸外空間
利用する 72 1.88 1.12 2.88 0.38
利用しない 32 2.01 0.65 3.18 0.49
バルコニー
利用する 30 1.83 1.30 2.50 0.34
利用しない 74 1.96 0.65 3.18 0.45
施設の庭
利用する 53 1.93 1.12 2.88 0.42
利用しない 51 1.91 0.65 3.18 0.43
近隣散歩
利用する 21 1.85 1.23 2.63 0.38

































「鍵付き」が 5 割，「鍵なし」が 3 割強で残りは「カーテン」となっている。ユニット出入り口では「鍵











　ユニット出入り口の扉の形態とその開閉状況（図 8）に関しては，「解放」の場合が全体の 4 割強
図6 .　施設型別居室出入り口の扉の形態（N＝件数） 図7 .　居室出入り口の扉の形態と開閉状況（N＝件数）























いる項目（表 10）に印をつけるよう求めた。図 11 はその単純集計結果である。これをみると，「食
事」・「入浴」・「おやつ」は多数の施設で時間を設定しているのに対し，「水分補給」・「体操」・「排
図10 .　庭出入り口の扉の形態と開閉状況（N＝件数）


















略　称 生活時間 略　称 生活時間
起　床 起床時間 排泄おむつ 排泄介助・おむつ替えの時間
消　灯 居室の消灯時間 着替え 着替えの時間
昼　寝 昼寝・午睡の時間 洗　顔 洗顔・歯磨きの時間
食　事 食事時間（朝食・昼食・夕食） 体　操 機能訓練・体操の時間
おやつ おやつを食べる時間 散　歩 散歩の時間
水分補給 水分補給の時間 テレビ テレビ視聴の時間

















　図 12 は，入居者が“徘徊”していると判断する状況（表 11）について回答を求めた結果である。
これをみると，多くの施設に共通して“徘徊”であると判断されるような状況・場所はみられないが，
図12 .　“徘徊”と判断する状況・場所（N＝件数）
表11 .  “徘徊”（ゆっくりと歩いているとき）の略称と場所
略　称 “徘徊”の場所 略　称 “徘徊”の場所
自　室 入居者自身の居室内 EVホール エレベ ターー ホール
他　室 他の入居者の居室 階段室 階段室
廊　下 居室前の廊下 バルコニー バルコニ ・ーベランダ
食　堂 食堂内 庭 施設の庭
ユニット外 入居者自身のユニットの外 玄関外 施設の玄関の外
別　階 入居者自身のフロアと別の階 敷地外 施設の敷地の外
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 1） 厚生労働省「平成 25 年介護サービス施設・事業所調査の概況」によると，特養の施設数は 6,754 施設，定員
数は 488,659 人
 2） 当時「小規模生活単位型特養」
 3） http：//www.minnanokaigo.com/　2013.5 に掲載されていた施設
 4） 回収率 11.13％の内訳は，調査票の発送数 1,000 件，転居先不明 3 件を除いた到達数 997 件，回答数 111 件








 9） 「平成 20 年介護サービス施設・事業所調査」（厚生労働省大臣官房統計情報部）
10） 厚生労働省「平成 23 年 1 月　今後の介護人材養成の在り方に関する検討会報告書」
11） Pearsonのχ二乗検定結果：*：p<.05  **：p<.01  ***：p<.001 で有意差あり
12） 文献⑨







17） サンプル数 110 件の標本誤差は，95％確率で± 5.6％（回答比率 10％または 90％）から± 9.3％（回答比率
50％）の間である。
